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国
土
に
働
き
か
け
る
努
力
を
先
人
た
ち
が
行
っ
て
き
て
く
れ
た

お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
国
土
か
ら
生
活
の
安
全
性
や
利
便
性
を
得

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
森
林
、
田
畑
、
河
川
、
水
道
、
道
路
、

鉄
道
な
ど
、国
土
へ
の
働
き
か
け
の
歴
史
と
そ
の
恩
恵
の
も
と
に
、

私
た
ち
は
暮
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
当
た
り
前
の
事

実
を
、
普
段
、
私
た
ち
が
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
。「
当
た
り
前
」

で
あ
る
が
故
に
、
口
に
出
し
て
人
に
説
明
す
る
こ
と
も
な
い
。
一

方
で
、イ
ン
フ
ラ
整
備
（
公
共
事
業
）
の
必
要
性
と
そ
の
効
果
を
、

十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
う
。
国
土

へ
の
働
き
か
け
の
経
緯
と
成
果
を
、
わ
が
国
の
歴
史
教
科
書
で
は

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

現
行
の
中
学
校
の
社
会
科
（
歴

史
的
分
野
）
教
科
書
は
、
国
土
へ

の
働
き
か
け
の
歴
史
に
つ
い
て
、

次
の
事
項
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

原
始
か
ら
古
代
の
時
代
区
分
で

は
、
他
の
時
代
区
分
に
比
べ
、
ま

た
当
該
時
代
区
分
の
全
体
記
述
量

に
比
べ
て
、
国
土
へ
の
働
き
か
け

に
関
す
る
記
述
量
は
多
い
。

　

植
物
栽
培
の
開
始【
縄
文
時
代
】

／
灌
漑
用
水
路
の
整
備
と
水
田
稲

作
の
拡
大
【
弥
生
時
代
】
／
古
墳

建
設
と
大
和
朝
廷
の
国
力
【
古
墳

時
代
】
／
渡
来
人
が
伝
え
た
土
木

技
術
（
た
め
池
造
成
な
ど
）【
５

世
紀
頃
】
／
太
宰
府
防
衛
と
大
野

城
・
水
城
の
建
設
【
７
世
紀
】
／

平
城
京
の
建
設
、
中
央
と
地
方
を

結
ぶ
幹
線
道
路
（
七
道
）
の
整
備
、

土
地
開
墾
と
墾
田
永
年
私
財
法
、

行
基
に
よ
る
橋
や
用
水
路
の
整
備

【
以
上
奈
良
時
代
】
／
土
地
開
墾

と
荘
園
【
平
安
時
代
】

な
ど
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　

中
近
世
で
は
、

　

平
清
盛
に
よ
る
大
輪
田
泊
整
備

と
日
宋
貿
易
【
平
安
時
代
末
期
】

／
農
業
の
発
達
（
二
毛
作
・
牛
馬

耕
・
用
水
技
術
）、
交
通
の
発
達

（
馬
借
・
車
借
・
問
丸
）【
以
上
鎌

倉
・
室
町
時
代
】
／
戦
国
大
名
に

よ
る
国
造
り
【
戦
国
～
安
土
桃
山

時
代
】
／
河
川
改
修
・
新
田
開
発

と
耕
地
面
積
の
倍
増
、
五
街
道
の

整
備
、
内
航
航
路
（
西
廻
り
航
路

・
東
廻
り
航
路
・
河
川
水
運
）
の

開
設
【
以
上
江
戸
時
代
】

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

戦
国
大
名
に
よ
る
国
造
り
で

は
、
信
玄
堤
（
武
田
信
玄
に
よ
り

築
か
れ
た
霞
堤
（
か
す
み
て
い
）

と
呼
ば
れ
る
河
川
堤
防
）
を
コ
ラ

ム
で
取
り
上
げ
る
教
科
書
が
少
な

く
な
い
が
、
こ
の
時
代
、
全
国
の

戦
国
大
名
が
治
水
・
灌
漑
・
交
通

路
整
備
に
力
を
注
い
だ
。

　

肥
後
国
を
治
め
た
加
藤
清
正
も

そ
の
一
人
で
、
清
正
公
は
、
暴
れ

川
と
言
わ
れ
何
度
も
熊
本
城
下
を

襲
っ
た
白
川
や
緑
川
に
堰
を
築

き
、
井
手
（
用
水
路
）
を
掘
る
な

ど
し
て
広
大
な
穀
倉
地
帯
を
つ
く

っ
た
。
大
津
街
道
な
ど
道
づ
く
り

に
も
力
を
注
ぎ
、
今
の
熊
本
の
い

し
ず
え
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
代
以
降
で
は
、

　

鉄
道
の
開
通
、電
信
網
の
整
備
、

港
や
道
路
の
建
設
、
全
国
鉄
道
網

の
整
備
と
国
有
化
、
国
内
・
外
国

航
路
の
開
設
、
北
海
道
開
拓
、
水

力
発
電
所
の
建
設
【
以
上
明
治
時

代
】／
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
普
及
、

市
電
・
郊
外
電
車
・
地
下
鉄
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
駅
の
整
備
【
以
上
大
正

～
昭
和
時
代
初
期
】

　

が
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
現

代
（
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
）
に

つ
い
て
は
、
東
海
道
新
幹
線
、
高

速
道
路
整
備
、
宅
地
開
発
、
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
開
発
と
い
っ
た
言
葉
が

教
科
書
本
文
に
散
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
程
度
で
、
国
土
へ
の
働
き
か

け
に
関
す
る
記
述
は
極
め
て
少
な

い
。

　

戦
災
か
ら
の
復
興
（
名
古
屋
市

や
広
島
市
に
あ
る
１
０
０
㍍
道
路

の
整
備
な
ど
）
／
枕
崎
台
風
・
カ

ス
リ
ー
ン
台
風
・
ア
イ
オ
ン
台
風

・
伊
勢
湾
台
風
と
い
っ
た
風
水
害

と
の
闘
い
／
数
次
に
わ
た
る
全
国

総
合
開
発
計
画
に
も
と
づ
く
国
土

造
り
（
６
面
参
照
）
／
道
路
整
備

と
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

に
よ
る
経
済
成
長
な
ど
、
教
科
書

に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
国
土
へ

の
働
き
か
け
の
歴
史
が
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
に
は
沢
山
あ
る
。

　

自
然
災
害
大
国
で
あ
る
に
も
関

　新幹線の開業にともなって、JRの青春 18き
っぷが使いにくくなってきたというニュースに
接し、やや郷愁ともいえる念を抱くのは、かつ
てその切符を購入し、あてもなく情に任せきり
の旅を享受した身であったからなのでしょう。
　近年、「ツーリズム」という言葉が耳慣れて
きました。エコツーリズムやグリーンツーリズ
ムにはじまり、土木建造物などを巡るインフラ
ツーリズムといった新しいカテゴリーも生まれ
ています。
　「ツーリズム」を直接に日本語とするのは難
しいのですが、旅の概念である「ツアー」の派

生で、語尾に「ズム」と付くように、ある目的
や主義を明確にした旅といえるのでしょう。エ
コやグリーンなど、核となるテーマに沿って日
常では感得しにくい見学・体験をするツーリズ
ムは、世界的にも人気です。時代のスタイルが
「ツアー」から「ツーリズム」へと変化してきた、
と言えましょう。
　では、道の駅とツーリズム、それに連動する
道は結びつくのでしょうか。道の駅が目的志向
型にはなりにくいスタイルなのか、それとも革
新的な「ツーリズム」を宿しているのかは、ま
だ解が見出されていない命題ともいえます。
　カギを握るのは情報発信だけではありませ
ん。集積される情報のデータ統合（インフォマ
ティクス）が重要になり、マーケティングとも
結びつけることが肝要になってくると思われま
す。

シリーズ「国土教育」 国土への働きかけの経緯と成果…歴史教科書の取り上げ方

戦後インフラ教育の充実を！

を
核
と
す
る
歴
史
教
科
書
で
は
、

国
土
形
成
の
歴
史
や
、
イ
ン
フ
ラ

の
役
割
や
効
果
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
携
わ
っ
て
き
た
人
々
の
苦
労
な

ど
は
、
教
科
書
全
体
の
中
に
散
見

さ
れ
る
程
度
の
記
述
量
で
、
こ
れ

ら
を
体
系
的
に
学
習
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

　

日
本
人
の
国
土
へ
の
働
き
か
け

の
歴
史
、
わ
が
国
の
自
然
災
害
の

歴
史
は
、
大
石
久
和
著
『
国
土
と

日
本
人
』（
６
面
参
照
）
に
体
系

的
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
今
後
の
歴
史
教
科
書
へ
の
活

用
を
期
待
し
た
い
。（
国
土
学
ア

ナ
リ
ス
ト　

森
田
康
夫
）

７

国道愛好家
� 松波成行

鵜の瀬堰（加藤清正公が
手掛けた緑川の治水工事）

中学校の社会科（歴史的分野）教科書

説
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。

　

歴
史
上
の
著
名
な
人
物
や
文
化

遺
産
等
を
主
人
公
と
す
る
「
政
治

史
・
人
物
史
」「
事
件
・
出
来
事
史
」

新しい中学歴史教科書の特徴
●いずれの教科書も、歴史上の著名な人物や文化遺産等を主人公
とする「政治史・人物史」「事件・出来事史」となっているため、
国土形成の歴史やインフラの役割や効果、インフラ整備に携わっ
てきた人々の苦労などを体系的に学習することは難しい。
●現代（戦後）のインフラ整備に関する記述が極めて少ない
●テーマ（発展）学習やコラムには、興味深い学習内容もある。

▼信玄堤（帝国書院、清水書院、育鵬社）
▼宝暦治水にみる水とのたたかい（帝国書院）
▼日本の衛生行政の始まり－長与専斎（日本文教出版）
▼お雇い外国人（育鵬社）
▼八田輿一（育鵬社、自由社）など

わ
ら
ず
、
教

科
書
に
は
歴

史
的
規
模
の

大
地
震
や
風

水
害
で
さ
え

ほ
と
ん
ど
採

録
さ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
れ

ら
が
わ
が
国

の
歴
史
に
与

え
た
影
響
に

つ
い
て
、
解

種山ヶ原
松田栄駅長

　種山ヶ原は宮沢賢治が愛し「風の又

岩手県住田町世田米子飼沢 30-39
国道 397 号　TEL.0197-38-2215

三郎」にも登場する高原で、国道北側の広大な森
林公園にも賢治作品をモチーフにした遊歩道が整
備されています。物産館では、地元の清流鶏を加
工した辛味鶏や味付ハラミ、麹なんばんなどの地
元加工品、山菜など山の恵みが人気商品です。

朝霧高原
志村正信支配人

　富士山を背に、朝霧高原の標高900

静岡県富士宮市根原宝山 492-14
国道 139 号　TEL.0544-52-2230

㍍に位置しています。高原の牛乳ソフトやハムな
どの肉加工品が人気です。レストランではヨーグ
ル豚と採りたて葱を使用した肉丼や手作りハン
バーグが好評。地元農家の野菜は土作りからこだ
わって生産･販売するよう努めています。

湯の香しおばら
君島浩子販売担当

　春は新緑、秋は紅葉と四季折々に渓

栃木県那須塩原市関谷 442
国道 400 号　TEL.0287-35-4401

谷が彩を深める塩原温泉郷の玄関口にあります。
お土産コーナーでは切り干し大根を煮た具が入っ
ている切り干し大根まんじゅう、直売所では塩原
高原大根、レストランでは地粉「那須の秋そば」
を使用した手打ちそばをぜひご賞味ください。




